
公開講演会	

　　　　大日本茶道学会会長 　	

　　   　田中 仙堂氏	

喫茶の伝来から今日まで   
 〜和文化としての茶道〜

講師より　喫茶習慣は、大陸から三度に渡って伝来しています。それ

を受け止めた日本国内では、茶の木を栽培し、独自に製茶技術を発

展させました。このような伝播・生産も加味し、それが日本人の生活

文化と融合して、「茶道」を中心とした独自の喫茶文化へと発展した	
ことを跡づけたいと思います。 文化と生産との関連に注目することで、

茶道が、「生活文化」として評価される所以にも迫っていきたいと思い

ます。

令和３年５月８日（土）　14：00～16：00　（13:30開場）　　　　　
会場： 国際交流留学生プラザ４階　同窓会共用室A,B,C	
申込先：（社）桜蔭会（お茶の水女子大学同窓会）東京支部	
　　〒112-0012　東京都文京区大塚 2-20-1-3階	
	　　TEL/FAX	:	03-5981-8026　	
	　　E-Mail	:	ouinkai.tokyo@lion.ocn.ne.jp	
							ホームページ:	hHps://ouinkaitokyo.jimdofree.com	

講師紹介	
東京大学大学院博士課程単位取得。公益財団法人三徳庵理事長。大日本茶道学会
会長として「お茶からひろがる和の世界」を提唱し、畳・着物・花・茶業の人々と連携を
深めている。著書に、『千利休「天下一」の茶人』（宮帯出版）、『岡倉天心「茶の本」を	
よむ』（講談社学術文庫）、『茶の湯名言集』（角川ソフィア文庫）他多数	

ホームページURL	

感染防止には注意を払ってまいりますが、各自マスクの着用をお願いいたします。
状況によっては変更も考えられます。直前にホームページをご覧ください。	 主催：桜蔭会東京支部	

入場無料・要予約	


